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大学院で研究室の助教として教育や学会
活動に携わる一方で、インターネット上に流
通するセンサ等の実空間情報の制御手法と
プライバシ保護技術に関する研究をしてい
ます。研究内容はビジネスモデルや国内外
の法規・法令、国際標準等への対応などに
も関連するため、他分野・他業種の方々と
も意見交換しながら進めます。今後どうなっ
て行くのかまだ誰も知らないことを、多くの
人と関わりながら議論して積み上げていくと
ころに魅力を感じています。

高校生の時は古文や歴史も好きだったので
すが、数学の解法が面白かったため、大学
は理系学科に進みました。在学中に、生活
を支える高度な計算機技術や暗号解読器
の開発に関わる数学者が描かれた本を読ん
だことから情報科学分野に興味を抱き、計
算機と通信技術の講義を担当されていた非
常勤講師の本務校に進学。大学院では家
族の理解と先進的で充実した研究教育環
境、良い友人に恵まれたため研究を継続し、
ご指導いただいた先生や先輩達と一緒に仕
事ができる大学教員という職を選択しました。

目標があっても、そこにたどり着くまでの道は
複数あります。解も一つではありません。効
率重視で最短距離を突き進む人もいるし、
いろいろ寄り道して視野を広めながらゆっく
り歩む人もいます。途中で目標が変わること
だってあります。出来る事だけをするのでは
なく、若いうちは多少の無理をして色々なこ
とを頑張ってみてください。力が足りなくて苦
しんでも、とにかく精一杯頑張ったという経
験は、その後の自信と、他人に対する配慮
や優しさにつながるものだと思います。

仕事内容とおもしろいところについて 私の進路決定のきっかけ

仕事と家庭のバランスについて
進路選択についてのメッセージ

一人暮らしの大学院生という最も気ままな生
活を送った直後に結婚。自分のことだけを考
えていれば良かった生活が一変しましたが、
互いの認識や得手不得手を話し合い、大ま
かなルールが出来ました。考え方や仕事環
境が違いから多少の認識のズレが生じるの
は当然なので、”仕事も家庭内のことも協
力するし困った時には助け合うけど、互いに
依存しすぎない”というバランスを保つ努力
をしています。そのためには、相手や周囲に
迷惑や心配をかけない程度に、深く干渉し
ない部分を互いに認めることも必要だと思っ
ています。

未知の領域に「知」を積み上げる ～ 情報通信研究の魅力
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2009年3月まで（株）リコーのソフトウェア分野の
研究員として勤務し、4月より現職となりました。
企業の研究員だった時には、ソフトウェアをベー
スとした新しい事業の創出を目指し、その核とな
るマルチメディア技術の研究開発を行っていまし
た。現在は大学の准教授として研究と教育に勤し
んでいます。いずれの仕事も、人の役に立つ喜
ばれる技術を考案し、開発していくこと、それをユ
ーザに使ってもらってフィードバックを得ることが
何よりのやりがいです。それに加えて現在は、私
の経験を学生さんたちに伝えることで、若い人た
ちが自らのキャリアを切り拓くきっかけを作れたら
…と願っています。

高校時は「できるだけ長く働きたい。そのためには
専門的な知識を身につけられる理系のほうが有
利だろう」と考え、理系を選択しました。高校時代
の親友がお父様を早くに亡くしており、「人生何
があるかわからないので一生働く」という考えの持
ち主でした。それに影響を受けたというのも事実
です。 
お茶の水女子大学理学部化学科では量子化学
の研究室に入りました。そこでプログラミングの面
白さを知り、ソフトウェアの研究開発に興味を持
ったことから、（株）リコーのソフトウェア研究所に
入社を決めました。

高校卒業時そして大学卒業時と、いずれも比較
的軽い気持ちで進路を選択した私でしたが、徐々
に仕事の楽しさに目覚め、与えられたチャンスを
活かしていくうちに学位も取得し、大学の教員と
なりました。これまで仕事を続けることができたの
も、「理系の研究者」という、時間のやりくりが柔
軟にでき、育児休職後にキャリアをリカバリしやす
い職種、そして何より大きなやりがいを与えてくれ
る仕事だったからこそと感じています。皆さんもこ
れからさまざまなチャンスに恵まれることと思いま
す。ぜひそのチャンスを活かして、自信をもってキ
ャリアを切り拓いていっていただきたいと願ってい
ます。

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

研究と家庭とのバランス 進路選択に対してのメッセージ

二人の子供は現在、大学2年生と高校1年生で
す。子供が小さい時は育児のプライオリティを上
げ、残業もほとんどせず効率的に仕事をするよう
努めました。ソフトウェアの研究開発という仕事
柄、自宅で論文や設計書作成ができたのも非常
に助かりました。もちろん家事・育児と仕事の両
立には大変な時もありましたが、両親や主人、子
供の学校の母親仲間、そして時にはベビーシッタ
ーさんの手を借りて、無事に乗り越えることができ
ました。研究という「場」と家庭・育児という「場」
の2つを持つことで、さまざまな経験をしました。
人生の幅も広がり、いろいろな意味で強くなった
ように思います。
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